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◆連携ニュース◆ 
地域連携室に新たなメンバーが加わりました  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２ 
地域連携業務のご紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 
満足度アンケート調査結果の報告  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P４ 
 

◆認定看護師紹介◆ 
がん性疼痛看護 認定看護師  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P８ 
皮膚・排泄ケア 認定看護師 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P９ 
 

◆地域連携トピックス◆ 
地域連携室の取り組みについて  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10 
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【 地域連携室 業務内容 】 
１．地域の医療機関との連携に関すること 
２．退院支援に関すること 
３．医療サービスの向上に関すること 
４．がん相談支援に関すること 
５．医療福祉相談に関すること 

 
６．訪問看護に関すること 
７・医療情報の提供（カルテ開示）に関すること 
８．その他（地域連携関連業務全般） 

 

【 受付時間 】 
平日 午前８時３０分～午後７時  ＴＥＬ ０５６８－７６－１４３４ 
土曜 午前９時～午後０時      ＦＡＸ ０５６８－７４－４５１６ 

    

連携ニュース 

 ■年末年始の救急外来診療の状況・・・・・・・・・・ Ｐ２ 

 ■患者さんのご紹介について・・・・・・・・・・・・   Ｐ３ 

  ■ドラッグインフォメーション・・・・・・・・・・・   Ｐ４ 

  

 

受付時間  
 平日 午前８時30分～午後７時 
 土曜 午前９時～午後０時     
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■年末年始の救急外来診療の状況 

   年末年始の救急外来患者数は昨年と同様でしたが、ウォークイン患者が減少した一

方、救急搬送件数が増加し、入院患者数がやや増加しました。各医師会の先生方には

休日急病診療所での新型コロナウイルス感染症やインフルエンザへのご対応を含めま

して、年末年始の当地域での医療提供にご協力いただきまして誠にありがとうござい

ました。 

 引き続き、地域の医療機関の皆様方と役割分担をさせていただきながら、急性期病

院としての役割を果たしてまいります。 

（期間：12月28日17時30分～ 1月 4日 8時30分） 

■勉強会・委員会の開催予定 

○地域医療支援委員会 

日  時：令和６年４月25日（木）午後２時～ 

場  所：小牧市民病院 講堂 

  入院・外来別 来院方法 

年  度 救急外来患者数 うち入院患者数 ウォークイン 救急車 

令和５年度 664 104 494 170 

令和４年度 669 99 526 143 

○緩和ケア系統講義 

日  時：令和６年３月14日（木）午後５時30分～６時30分 

演  題：在宅医療と入院加療の違い ～最適な療養環境を目指して～ 

講  師：医療法人正翔会 理事長 長尾 強志 氏 

場  所：小牧市民病院 講堂での集合研修またはオンライン参加  

申込期限：令和６年３月７日（木） 

問い合せ：患者支援センター TEL 0568-76-1434 
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■患者さんのご紹介について 

 当院では、紹介患者さんがスムーズに診察を受けていただけるよう予約受診を推奨

しております。紹介患者さんがご自身で予約されるケースも増えてまいりましたので、

ぜひご利用ください。 

 また、緊急受診が必要な患者さんの紹介時にご利用いただく「緊急紹介専用ダイヤ

ル」を設置しております。速やかに担当医にお繋ぎいたしますので、緊急のご紹介の

際にはご連絡いただきますようご協力お願いいたします。 

紹介患者さんがご自身でご予約いただく流れ 

紹介患者予約票（様式７） 

緊急受診が必要な患者さんのご紹介 

   ① 紹介医 → 紹介患者 

・紹介患者予約票（様式７）をお渡しします。 

・予約調整のため、市民病院に電話するよう  

 お伝えします。 

   ② 紹介医 → 市民病院 

・紹介患者さんが、直接予約調整することを 

 電話等で連絡します。 

・診療情報提供書をFAXします。 

   ③ 紹介患者 → 市民病院 

・紹介患者さんからの電話で予約日時を調整 
 します。 
 

・紹介患者予約票をＦＡＸします。 

   ④ 市民病院 → 紹介医 

【緊急紹介専用ダイヤル】 

【緊急紹介時のＦＡＸ送信先】 

１）平日 午前8時30分～午後5時 土曜日 午前9時～午後０時 
  ➣患者支援センター ＦＡＸ：０５６８―７４―４５１６ 

ＴＥＬ：０５６８－７６－４１４８ 

２）上記以外の時間帯 
  ➣救命救急センター ＦＡＸ：０５６８―７６―５０００  



■ドラッグインフォメーション 
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 製薬会社から、医薬品の適正使用情報が通知されております。用法・用量の遵守、取り

違え注意に努めていただきますようよろしくお願いします。 

1. オセルタミビルDS 3%「サワイ」適正使用のお願い 

 オセルタミビルDS 3%｢サワイ｣は、新生児、乳児（1歳未満）のインフルエンザウイル

ス感染症治療に対する用法・用量が､幼小児（1歳以上15歳未満）の治療に対する用法・用

量と異なります。新生児､乳児､幼小児の投与はご留意頂き、適正にご使用くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 
【効能・効果】 A型又はB型インフルエンザウイルス感染症の治療 
 注)新生児､乳児（1歳未満）のインフルエンザウイルス感染症予防は、承認されていま 
 せん。 
【用法・用量】 新生児、乳児（1歳未満） 
 オセルタミビルとして1回3㎎/㎏（ドライシロップ剤として100㎎/㎏）1日2回､5日間 
 幼小児（1歳以上）オセルタミビルとして､1回2㎎/㎏（ドライシロップ剤として66.7㎎ 
 /㎏）1日2回､5日間 

2. グラセプター®（徐放性製剤）とプログラフ®（普通製剤）との取り違え

注意のお願い 

 2020年10月に｢グラセプター®とプログラフ®との取り違え注意のお願い｣で注意喚起が促

された後も国内で徐放性製剤と普通製剤を誤って処方・調剤した事例が報告されております。 

 事例の背景として､処方医に切り換え意図がなく調剤時に薬剤師の判断や患者さん本人か

らの要望を契機にグラセプター®カプセルがタクロリムス普通製剤の後発医薬品へ切り換え

られた事例がございました。移植患者さんへもグラセプター®カプセルとタクロリムス普通

製剤の取り違え後に拒絶反応が発現した事例も報告されております。下記内容を施設内でも

ご周知と後発医薬品への切り換え要望を受けた際、患者さんへのご指導も併せてお願い申し

上げます。 

 
■グラセプター®カプセルはタクロリムス徐放性製剤であり、タクロリムス普通製剤 
（後発医薬品含む）とは製剤的特徴および服薬後の体内動態が異なります。 
 
■これらの薬剤が取り違えられて投与された場合、十分な薬効が得られないおそれ、 
 あるいは副作用の発現につながるおそれがあります。 
 
■2023年11月時点で、グラセプター®カプセルの後発医薬品は販売されておりません。 
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